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図書館日誌
（2017 年 8 月～ 2017 年 12 月まで）
2017 年
8.4 夏季休業期間につき開館時間短縮 （9/20 まで）
8.5  オープンキャンパスに伴う中央図書館自由見学
（8/6 まで）
9.5  慶應義塾大学 ・ 立教大学実習生研修 （計 3 名、
9/15 まで）
10.2 Library Week を開催 （10/6 まで）
10.5  応用化学科創立百周年記念展示 「江戸後期、 知
の探究者たちが切り拓いた世界」 （11/9 まで）
10.9  所沢図書館企画展示 「絵本から見る子どもの権利
～スウェーデンの画家からの贈り物～」 （10/14 ま
で）
10.12 図書連携協議会 （第 2 回）
10.19 電子媒体検討委員会 （第 2 回）
10.23 学習支援連携委員会 （第 1 回）
10.31  図書館情報検索ワークショップ 2017 秋学期を開催
（11/17 まで）
11.10  データベース講習会 2017 秋学期を開催 （11/29
まで）
11.29  OCLC Asia Paciﬁ c Regional Council Meeting に協
力 （11/30 まで）
11.30  人文社会科学系データベースワークショップを開催
12.5 電子媒体検討委員会 （第 3 回）
12.12 図書連携協議会 （第 3 回）
12.13  企業研究データベース ・ セミナーを開催 （12/13 ・
14、 12/19、 12/21）
12.23 冬季休業期間につき開館時間短縮 （1/5 まで）
図 書 館 だ よ り
～ Pulsus～
　政治経済学部の新入生は、春学期に「基礎演習」
という必修科目を受講する。「大学で学ぶとはどう
いうことか」を実践的に習得するため、ひとりの教
員に 15名前後の学生がついて、演習（ゼミ）形式
で輪読やレポート作成を行う。このカリキュラムの
中に「図書館リテラシー PC実習」が組み込まれて
いる。図書館の職員が、本学図書館の所蔵資料の検
索や他館所蔵資料へのアクセスの仕方、各種データ
ベースを利用した情報収集や論文執筆にあたっての
引用方法などを手ほどきする。
　私の演習を受講する学生は、実習当日までに期末
レポートの課題を考えてくることになっている。何
をテーマに選ぶかは学生の自由で、過去の例をみる
と、「人工知能の発達とどう向き合うか」「経済的な
豊かさと人の幸せ」「高齢化時代のまちづくり」「コ
ンビニエンスストアの将来」など、興味深いタイト
ルが並ぶ。もっとも、多くの学生はとりあえずテー
マを考えてはみたけれど、何をどう調べればよいの
か見当がつかないままに実習の日を迎える。
　実習当日の学生たちの様子をみていると、開始直
後こそ戸惑う姿もみられるが、1時間半の実習が終
わるころには、自らの手で参考文献を探し、外部の
データベースから関連情報を引き出すことに成功し
ている。さすがスマホ世代というべきか、検索のコ
ツを体感的に会得しているようで、総じて呑み込み
が早い。そしてなによりも、実習の間に学生の目の
色がみるみる変わっていくのがわかる。こうして新
入生は、知の宝庫である図書館を駆使して、自分の
知りたいことを自力で調べる喜びを知ることになる。
鎮目雅人：早稲田大学図書館副館長
　Pulsusはその鼓動（Pulsus）をお伝えします。
【新収資料展】
日時：2018年 3月 23日（金）～ 4月 26日（木）  10:00～ 18:00
※日曜閉室、ただし 3月 25日・4月 1日は開室（17時迄）
会場：早稲田大学総合学術情報センター 2階展示室
主催：早稲田大学図書館
＜主な出陳資料＞
土岐善麿書王之渙五絶「登鸛鵲楼」詩句（文庫 17 W247）
小久江成一古稀記念師友翰墨帖（チ 3 3847）
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